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	5
	
	高→中
「ある程度は防止できる」なので高ではなく中。
	
	

	11
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低
	
	

	12
	低→中
「可能性はある」なので、低ではなく中。
	高→中
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	

	13
	No.12と同様
	
	
	

	15
	
	高→中
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	

	16
	
	
	
	小→大
「衝突すると影響は大きい」なので小ではなく大。

	18
	低→中
「到来の可能性はある」なので低ではなく中。
	高→低
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではない。No.15より起こりいくいとの判断で低。
	
	

	19
	No.18と同様

	
	
	大→小
「軽量物で影響は大きくない」なので大ではなく小。

	20
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく高。
	高→中
「ある程度は防止できる」なので高ではなく中。
	
	小→大
「発生したら影響度大」であるので小ではなく大。

	21
	操作ミスによる火災は想定しにくいとあるが、火災は想定しなくてはならいのでは？　せめて「低」では？

	
	
	

	24
	低→中
「想定外のことが十分起こりうる」なので低ではなく中。
	「個人の被ばく量は増加するが、限度内に抑えられる」という根拠説明の方が良い。
	
	

	25
	No.24と同様
	「トラブル発生による作業遅延は想定し得るが、他の作業員によってカバーされる」という根拠説明の方が良い。
	作業遅延は発生しないということなので、○ではなく×
	

	26
	No.24と同様
	
	
	

	27
	No.24と同様
	「個人の被ばく量は増加するが、限度内に抑えられ」という根拠説明の方が良い。
	作業遅延は発生しないということなので、○ではなく×
	

	28
	No.24と同様
	
	
	

	29
	低→高
「十分起こりえる」なので低でなく高。
	
	
	

	31

	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	

	32
	No.31と同様
	
	
	大→小
作業遅延への影響は大きくない。

	39
	低→中
「飛来物到来の可能性はある」なので低ではなく中。
	高→中
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	

	40
	No.39と同様
	高→低
「燃料に直接衝突する可能性はない」とは言い切れないのではないか？
「小さい」と言うことで起こりやすさは低。
	燃料損傷となれば、失敗シナリオの重要度は○
	燃料損傷の影響度は大

	42
	
	高→中
「作業員に衝突する可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	

	43
	
	高→低
「燃料に直接衝突する可能性はない」とは言い切れないのではないか？
「小さい」と言うことで起こりやすさは、低。

	燃料損傷となれば、失敗シナリオの重要度は○
	燃料損傷の影響度は大

	48
50
51
62
65
67
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	

	53
58
64
	
	
	燃料損傷したとしても影響無しということなので、失敗シナリオの重要度を×

	

	54
55
56
59
60
61
66
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	

	69
70
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	中→小
燃料損傷の程度は小。

	71
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	小→大
燃料損傷の影響は大。

	73
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	中→小
影響が限定的なので小。

	79
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	

	81
	低→高
「十分起こり得る」なので高。
	
	
	

	82
84
85
86
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	
	
	

	83
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→中
「可能性は低い」なので高ではなく中。
	
	

	87
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく高。
	
	
	中→小
燃料損傷の影響は小。

	92

	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	失敗シナリオの発生はなく　×

	

	94
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	失敗シナリオの発生はなく　×

	

	98
103
104
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	

	105
	低→高
「発生する可能性がある」なので低ではなく大。
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
	
	

	110
	「重量物が落下して燃料損傷に至る可能性は否定できない」という設定根拠で低。
	
	
	

	112
	
	高→低
臨界になる可能性は非常に低い。
	
	

	113
	「重量物が落下して燃料損傷に至る可能性は否定できない」という設定根拠で低。
	高→低
臨界になる可能性は非常に低い。

	
	

	116
117
118
	
	高→低
失敗シナリオは発生しないということであり低。
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